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☆前回：第１２回定例会（１2/22）のまとめ 
 

 第 12 回定例会における全体会・部会の協議内容をまとめてみました。 

  

【全体会の振り返り】 

１．前回（第 11 回定例会：12/8）の確認 

２．より良いまちづくり」アンケートについて 

・22 日現在＝自治会毎の回収（まだ少数）＋個別の回収 

合計 570 部ほど 

・各自治会の取組状況について…情報交換 

３．健康増進部会からの報告（今泉部会長） 

＜資料２－１＞保健医療センター…① 

＜資料２－２＞いきいきサポートセンター…② 

訪問と相談した内容を報告 

①協力的だが、郷土づくり推進会議の名前の定着と、健康なんで

も相談事業の集客力に不安を感じている。 

測定機器の貸し出しや職員の派遣も可能との返事あり 

②こちらの構想を伝え、作成しているリーフレットと資料を提示

し、お目通しいただくよう依頼。＝返事は吟味してからとなる。 

４．その他（川村議長より説明） 

①湘南大庭地域活性化協議会の動きについて＜資料３＞ 

地区回覧を実施。1 月から公募委員の応募が始まる 

…質問・意見なし 

②東京学芸大学教育学部学生のアンケート協力への報告とお礼 

③今後の定例会スケジュール確認 

    次回：2021 年 1 月 12 日（火）19：00～ 第 2 談話室 

５．部会開催 
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後半（全体会）＝報告・共有 
 

【部会検討】～当日の内容～ 

健康増進部会  
（１）これからの健康増進部会の進め方について 

○フレイル予防のリーフレットを作成し、 

たより第 17 号と一緒に全戸配布したい。 

○アンケートを回収し分析 

…健康体操等の課題解決策 

○自治会からの活動情報を冊子にまとめる 

○のぼり幟など活動する際にアピールする 

ものをつくる 

(２)フレイル予防の取り組み 

○長期に継続するためには市が主体となって取り組んでほしい 

…市への提言にするか 

○郷土づくりが主体的に取り組むことが必要 

…市との連携で進めていく 

(３)健康増進に関する事業展開に向けて 

○今は実際にいつでも行動できるように準備をする期間 

 

 

助けあい・支えあいの地域づくり部会 

（１）大型店舗との話し合いで聞きたいことの整理 

○アンケート結果をベースに組み立てる 

（例）買い物サービスはどんなことをしているか 

        ・ネット販売 

        ・買った物の配送 ｅｔｃ 

         今後どんなサービスが考えられるか 

        ・移動販売 

        ・送迎バスの運行 

        ・パソコン・スマホでのサービス ｅｔｃ 

○湘南大庭とい街の中でどのような販売戦略を持っているか 

 

ＩＣＴ部会 
（１）アンケートについて 

○Web の回答は若い人からのものが多い（22 日現在 26 件） 

○山本委員より解答用紙の Excel 打ち込み方法について 

レクチャーを受ける 

○部会メンバーで振り分け、第 13 回定例会（1 月 12 日）には 
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途中経過の報告をする 

（２）SFC 学生久松君のプレゼンを傾聴する場を設ける 

（３）市の担当に CHROMO の取組の可能性等 

についてヒアリングしていきたい。 

（４）その他（今後の検討課題） 

○ポータルサイトでも買い物支援が 

できるよう地域の商店等とリンク 

していけないか。 

○こどもサポート会議のように 

子どもの作品等をポータルサイトにアップすれば閲覧数が 

上がるのではないか。 

   ○サークル等の活動の動画での配信を検討してみてはどうか。 

   ○自治会活動のアピール…各自治会に担当を設けて各自でア 

ップしてもらう。 

以 上 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

情報提供～「いきいきサポートセンター」との面談～ 

・日時 2020 年 12 月 24 日（木） 

・場所 湘南大庭市民センター 相談室 

※いきサポ側から相談の要望があり、川村議長が面談しました。 

健康意識の向上に向けた話し合いが行われました。その主な内 

容は、次のとおりです。 

 

① 健康体操（公園体操）地区内 3 カ所で行っているが、今後 

連携して広めたい。 

② 保健医療財団の「からだ動かし隊」と連携して進めたい。 

…ＣＤ・ＤＶＤ、のぼり旗の貸与、運動指導員サポートの派 

遣等がある 

③ 健康遊具のある公園で使い方、トレーニングの仕方なども併 

せて行いたい 

④ 保健医療センターの計測機器活用も併せて、健康増進が実感 

できる事業にしたい 

⑤ 連携を取るために、お互いの持っている情報を共有していく 

 

来年は、これらを進めるため、健康増進部会を中心に、一堂に会

して話し合う機会を持つことにします。 

 

 


